
漠
長
安
城
の
建
設
プ
ラ
ン
の
変
遷
と
そ
の
思
想
的
背
景陳

力

　
小
論
の
目
的
は
、
漢
長
安
城
の
建
設
プ
ラ
ン
の
変
遷
に
対
す
る
考
察
を
通
し

て
、
前
漢
時
代
の
社
会
思
想
の
変
遷
が
、
都
城
構
造
に
対
し
て
与
え
た
影
響
を

検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
検
討
の
過
程
で
、
当
然
古
文
経
と
今
文
経
の
盛

衰
が
漢
長
安
城
の
構
造
の
変
遷
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
の
検
討
は
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。

　
漢
長
安
城
の
都
市
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
中
国
の
史
学
界
の
主
流
な
学
説
は
、

考
工
記
ア
イ
デ
ィ
ア
説
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
漢
長
安
城
が
『
周
礼
・
考
工
記
』

に
あ
る
「
匠
人
の
国
を
営
む
や
、
方
九
里
、
菱
二
門
、
国
中
九
経
九
緯
、
経
塗

九
軌
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
周
代
か
ら
伝
え
て
き
た
営
国
制
度
に
よ
っ
て
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

さ
れ
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
の
説
の
ほ
か
に
、
近
年
、
楊
寛
氏
は
座
西
朝
東

説
を
提
唱
し
、
漢
長
安
城
が
「
座
西
朝
東
」
の
古
礼
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
一
且

と
を
主
張
し
た
。
日
本
の
学
界
で
自
然
形
成
説
、
肝
隔
説
な
ど
が
主
張
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
漢
長
安
城
の
都
市
プ
ラ
ン
が
、
前
漢
時
代
の
二
百
年
間
で
さ
ま
ざ

ま
に
変
化
し
、
漢
長
安
城
の
性
格
も
都
市
プ
ラ
ン
の
変
動
に
と
も
な
っ
て
変
化

し
た
こ
と
は
、
従
来
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。

　
漢
長
安
城
の
建
設
は
、
紀
元
前
二
〇
二
年
か
ら
始
ま
り
、
初
期
の
建
設
経
緯

は
、
秦
の
興
楽
宮
を
基
礎
と
し
て
長
楽
宮
を
改
築
し
た
。
紀
元
前
二
〇
〇
年
に
、

劉
邦
は
正
式
に
長
安
に
遷
都
し
、
同
時
に
未
央
宮
、
武
庫
の
建
設
を
開
始
し
た
。

恵
帝
即
位
後
、
長
安
城
の
城
壁
が
築
か
れ
、
漢
長
安
城
の
基
本
的
構
造
が
完
成

さ
れ
た
。
武
帝
時
期
に
至
っ
て
、
城
内
に
桂
宮
、
明
光
宮
を
増
築
し
、
城
外
で

は
建
章
宮
が
築
か
れ
た
。
王
葬
時
代
に
お
い
て
は
、
城
南
で
明
堂
等
の
礼
制
建

築
が
築
か
れ
た
。
■

　
以
上
の
過
程
か
ら
、
漢
長
安
城
の
建
設
は
二
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段

階
は
高
祖
か
ら
武
帝
時
期
ま
で
で
あ
り
、
第
二
段
階
は
武
帝
か
ら
王
葬
時
期
ま

で
で
あ
る
。
第
一
段
階
に
お
い
て
は
主
に
宮
殿
、
市
場
な
ど
を
建
設
し
、
第
二

段
階
に
は
主
こ
礼
制
建
築
の
建
設
に
力
を
注
い
で
い
た
。

一
、
漠
長
安
城
の
早
期
建
設
と
陰
陽
五
行
の
学

　
　
　
　
　
　
　
3

張
衡
『
西
京
賦
』
に
、

取
殊
材
於
八
都
、
山
豆
啓
度
於
往
旧
、
乃
覧
秦
制
、
跨
周
法
。
狭
百
堵
之
側
魎
、

増
九
莚
之
迫
脅
。
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と
あ
る
。
李
善
注
に
、

　
裁
、
制
也
。
八
都
、
猶
八
方
也
。
啓
、
開
也
。
言
採
取
八
方
異
制
、
以
為
宮

　
室
之
巧
、
非
尊
往
日
旧
法
也
。
跨
、
越
也
。
因
秦
制
、
故
日
覧
。
比
周
勝
、

　
故
日
跨
之
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
一

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
班
固
『
西
都
賦
』
に
、

●
　
作
洛
之
制
、
我
則
未
暇
。

と
あ
る
。
そ
の
李
善
注
に
、

　
作
洛
、
謂
造
洛
邑
也
。
我
、
我
高
祖
也
。
謂
天
下
新
造
草
創
、
不
暇
改
作
如

　
制
礼
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
漢
長
安
城
は
、
そ
の
建
設
の
初
期
に
お

い
て
、
秦
の
都
城
制
度
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
多
種
の
都
城
様
式
を
参
照
し
て
造

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
秦
の
成
陽
は
、
い
わ
ゆ
る
「
考
工
記
ア
イ
デ
ィ
ア
」
に
従
っ
て
建
設

さ
れ
た
の
で
な
か
っ
た
。
前
掲
『
西
京
賦
』
、
『
西
都
賦
』
の
記
載
は
、
い
ず
れ

も
秦
国
が
自
己
独
特
な
都
城
制
度
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
考
古
学
的
な
視
角
か

ら
見
て
も
、
同
じ
結
論
が
得
ら
れ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に

譲
り
た
い
。

　
「
周
制
」
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
長
安
で
定
鼎
す
る
理
由
か
ら
も

窺
え
る
。
『
史
記
』
巻
九
九
劉
敬
傳
に
、

　
　
婁
敬
説
日
、
陛
下
都
洛
陽
、
山
豆
欲
與
周
室
比
隆
哉
。
上
日
、
然
。
婁
敬
日
、

　
陛
下
取
天
下
與
周
室
異
。
（
中
略
）
成
王
即
位
、
周
公
之
属
偉
相
焉
、
適
営

　
成
周
洛
邑
、
以
此
為
天
下
之
中
也
、
諸
侯
四
方
納
貢
職
、
道
里
均
ム
矢
、
有
徳

　
則
易
以
王
、
無
徳
則
易
以
亡
。
凡
居
此
者
、
欲
令
周
務
以
徳
致
人
、
不
欲
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
険
阻
、
令
後
世
嬬
薯
以
虐
民
也
　
　
（
中
略
）
陛
下
起
豊
浦
収
卒
三
千
人
、
以

　
之
径
往
而
巻
蜀
漢
、
定
三
秦
、
典
項
羽
戦
漿
陽
、
争
成
皐
之
口
、
大
戦
七
十
、

　
小
戦
四
十
、
使
天
下
之
民
肝
脳
塗
地
、
父
子
暴
骨
於
中
野
、
不
可
勝
数
、
栗

　
泣
之
声
未
絶
、
傷
夷
者
未
起
、
而
欲
比
隆
於
成
康
之
時
、
臣
窃
以
為
不
倖
也
。

　
且
夫
秦
地
被
山
帯
河
、
四
塞
以
為
固
、
卒
然
有
急
、
百
万
之
衆
可
具
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
早
く
も
前
漢
の
創
立
者
は
都
城
の
場
所
を
選
ぶ
と

き
、
す
で
に
周
の
都
城
建
設
の
伝
統
を
捨
て
て
、
新
し
い
道
を
選
ぼ
う
と
し
て

い
た
。

　
新
都
の
建
設
の
最
高
責
任
者
は
講
何
で
あ
る
が
、
具
体
の
建
設
活
動
を
指
揮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

し
た
の
は
秦
の
軍
匠
で
あ
っ
た
陽
城
延
で
あ
る
。

　
　
『
漢
書
』
巻
十
六
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
、

　
梧
斉
候
陽
城
延
、
以
軍
匠
従
起
邦
、
入
漢
、
後
為
少
府
、
作
長
楽
、
未
央
宮
、

　
築
長
安
城
先
就
、
侯
。

と
あ
る
。
前
掲
『
西
都
賦
』
に
、

　
是
以
西
匠
営
宮
、
目
習
阿
房
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
秦
の
軍
匠
の
陽
城
延
が
、
成
陽
を
モ
デ
ル
に
し

て
、
長
安
城
を
築
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
成
陽
の
建
設
は
陰
陽
五
行
説
と

密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。
粛
何
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
正
義
に
、

　
未
央
宮
雄
南
向
、
而
當
上
書
奏
事
謁
見
之
徒
皆
詣
北
悶
、
公
車
司
馬
亦
在
北

　
焉
。
是
則
以
北
閾
為
正
門
、
而
又
有
東
門
、
東
悶
、
至
於
西
南
両
面
、
無
門

　
閾
奏
。
競
何
初
立
未
央
宮
、
以
厭
勝
之
術
理
宜
然
乎
。

と
あ
る
。
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
こ
の
時
点
で
、
漢
長
安
城
の
建
設
は
周
制
に
影

響
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
陰
陽
五
行
的
都
城
建
設
理
論
に
影
響
さ
れ
て
い
た
と
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判
断
さ
れ
る
。
『
西
都
賦
』
に
も
、

　
其
宮
室
也
、
体
象
乎
天
地
、
経
緯
乎
陰
陽
。
拠
坤
霊
之
正
位
、
倣
太
紫
之
圓

　
方
。

と
あ
り
、
『
西
京
賦
』
に
は
、

　
正
紫
宮
於
未
央
、
表
暁
閾
於
問
閨

と
あ
り
、
漢
長
安
城
が
陰
陽
五
行
説
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
考
工
記
ア
イ
デ
ィ
ア
説
に
よ
れ
ば
、
漢
長
安
城
は
『
考
工
記
』
に
あ
る

「
匠
人
営
国
、
方
九
里
、
菱
二
門
、
国
中
九
経
九
緯
、
経
塗
九
軌
、
左
祖
右
社
、

面
朝
後
市
。
」
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
前
掲
し
た
漢
長
安
城

に
関
す
る
史
料
か
ら
、
『
考
工
記
』
の
内
容
と
合
致
す
る
点
は
見
あ
た
ら
な
い
。

次
に
、
長
安
城
の
状
況
と
考
工
記
ア
イ
デ
ィ
ア
説
の
諸
論
点
を
比
べ
て
分
析
し

た
い
。

　
ま
ず
、
「
菱
二
門
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
漢
長
安
城
に
確
か
に
、
東
西

南
北
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
城
門
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
営
国
制
度
に
は
関
係

は
な
く
、
陰
陽
思
想
中
の
十
二
支
配
置
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
城
門
配
置
を
採
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
漢
長
安
城
の
城
門
名
が
こ
の
事
実
を
示
し
て
い
る
。

『
三
輔
黄
図
』
巻
一
都
城
十
二
門
条
に
、

　
長
安
城
東
出
南
頭
第
一
門
日
覇
城
門
、
民
見
其
色
青
、
名
日
青
城
門
。

　
長
安
城
東
出
第
二
門
日
清
明
門
。

　
長
安
城
東
出
北
頭
第
一
門
日
宣
平
門
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
同
条
に
、
王
葬
時
期
の
城
門
名
に
つ
い
て
は
、

　
（
覇
城
門
）
王
葬
更
名
日
仁
寿
門
無
彊
亭
。

　
（
宣
平
門
）
王
葬
更
名
日
春
王
門
正
月
亭
。

　
（
安
　
門
）
王
葬
更
名
日
光
礼
門
顕
楽
亭
。

　
（
厨
城
門
）
王
葬
更
名
日
建
子
門
広
世
亭
。

　
（
西
安
門
）
王
葬
更
名
日
信
平
門
誠
正
亭
。

　
（
章
城
門
）
王
葬
更
名
日
萬
秋
門
億
年
亭
。

　
（
確
　
門
）
王
葬
更
名
日
章
義
門
著
義
亭
。

と
あ
る
。
漢
長
安
城
東
の
城
壁
南
か
ら
一
番
目
の
城
門
は
青
門
と
も
呼
ば
れ
る
。

五
行
学
説
に
よ
れ
ば
、
東
方
が
木
に
属
し
、
そ
の
色
は
青
色
で
あ
り
、
ゆ
え
に

門
に
青
色
を
つ
け
ら
れ
、
青
門
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
清
明
門
は
東
の
城
壁
の
中
部
に
あ
り
、
そ
の
名
は
二
十
四
節
気
の
清
明
か
ら

得
り
、
五
行
説
に
よ
れ
ば
、
清
明
節
の
位
置
は
東
方
の
中
部
に
あ
る
。

　
東
の
城
壁
三
番
目
の
城
門
は
宣
平
門
で
あ
り
、
こ
の
門
の
位
置
は
十
二
支
の

寅
の
位
置
に
あ
る
。
『
五
行
大
義
』
に
よ
れ
ば
、
木
は
性
が
平
和
条
直
で
あ
り
、

不
殺
の
意
味
が
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
位
置
に
あ
る
門
が
宣
平
門
と
名
付
け
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
王
葬
の
居
摂
時
期
ま
で
、
漢
長
安
城
の
城
門
の
五
行
意
義
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
寅
位
に
位
置
す
る
宣
平
門
は
王
葬
時
期
に
春
王
門
正
月
亭
と
名
付
け
ら
れ
、

正
月
が
寅
に
建
ち
、
こ
れ
は
こ
の
位
置
に
あ
る
門
が
春
王
門
正
月
亭
と
名
付
け

ら
れ
る
原
因
で
あ
る
。
北
城
壁
の
中
部
に
あ
る
城
門
は
、
王
葬
時
代
に
は
、
建

子
門
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
こ
の
門
は
十
二
支
の
子
の
位
置
に
あ
た
る
た
め
で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
、
前
掲
し
た
信
平
門
な
ど
は
一
っ
一
っ
の
説
明
を
省
略
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亙

い
ず
れ
も
五
行
十
二
支
の
学
説
に
関
係
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
考
工
記
ア
イ
デ
ィ
ア
説
に
関
わ
る
「
左
祖
右
社
」
に
つ
い
て
分
析

し
た
い
。
文
献
中
、
前
漢
諸
帝
の
廟
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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高
廟
在
未
央
宮
、
長
楽
宮
間
。
　
　
（
『
漢
書
』
巻
四
三
）

　
恵
帝
廟
在
高
廟
後
。
　
　
　
　
　
（
j
二
輔
黄
図
』
巻
五
）

　
文
帝
廟
在
長
安
城
南
。
　
　
　
　
（
『
漢
書
』
巻
四
文
帝
紀
）

　
武
帝
廟
在
茂
陵
東
。
　
　
　
　
　
（
『
一
二
輔
黄
図
』
巻
五
）

　
宣
帝
廟
在
杜
陵
西
北
。
　
　
　
　
（
『
西
漢
会
要
』
宗
廟
）

以
上
の
史
料
か
ら
み
れ
ば
、
前
漢
時
期
に
、
祖
廟
制
度
は
未
だ
形
成
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
『
漢
書
』
巻
二
七
五
行
志
と
『
漢
書
』
巻

七
三
章
賢
葺
付
子
玄
成
傳
に
み
え
る
「
古
之
廟
制
皆
在
城
中
、
孝
文
廟
始
出
居

外
」
も
、
前
漢
時
期
に
お
け
る
廟
制
の
未
整
備
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
以
上
で
考
工
記
ア
イ
デ
ィ
ア
説
中
の
疑
問
点
に
対
す
る
検
討
を
通
じ
て
、
次

の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
漢
王
朝
の
創
立
者
は
都
城
問
題
を
考
え
始
め
た
と
き
、
周
か
ら
伝
え
て
き
た

都
城
制
度
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
『
考
工
記
』
は
、
漢
長
安
城
の
建
設
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
漢
長
安
城
の
構
造
に
直
接
的
に

影
響
を
及
ぽ
し
た
の
は
、
経
済
活
動
で
は
な
く
陰
陽
五
行
思
想
で
あ
っ
た
。

　
漢
代
の
前
期
に
お
い
て
、
陰
陽
五
行
思
想
で
都
市
建
設
を
指
導
す
る
の
は
当

然
の
事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
に
、

　
史
官
非
秦
記
皆
焼
之
。
非
博
士
官
所
職
、
天
下
敢
有
蔵
詩
、
書
、
百
家
語
者
、

　
悉
詣
守
尉
雑
焼
之
。
有
敢
偶
語
詩
書
者
棄
市
。

と
あ
る
よ
う
に
、
儒
家
を
含
む
百
家
の
学
説
の
伝
承
は
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
秦
漢
の
際
の
戦
火
に
よ
り
、
百
家
の
伝
承
は
「
絶
え
ず
一
糸
の

如
き
」
と
言
わ
れ
る
。
秦
火
の
難
に
あ
わ
な
か
っ
た
の
は
医
薬
ト
笠
種
樹
の
書

籍
だ
け
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
発
見
さ
れ
た
前
漢
初
期
の
木
簡
白
巾
書
資
料
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

範
囲
を
超
え
る
も
の
は
な
い
。
陰
陽
家
の
説
は
医
薬
ト
簸
種
樹
な
ど
の
陰
陽
に

関
わ
る
諸
書
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
き
て
、
漢
代
初
期
社
会
思
想
の
も
っ
と
も
大

き
な
源
と
な
り
、
漢
代
の
社
会
思
想
に
強
く
影
響
し
、
黄
老
思
想
も
そ
の
影
響

を
受
け
た
。
周
知
の
通
り
、
前
漢
前
期
に
お
い
て
「
黄
老
之
学
」
は
主
流
的
な

社
会
思
想
で
、
支
配
層
に
も
一
般
民
衆
に
も
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
「
黄
老

之
学
」
の
中
心
的
思
想
に
つ
い
て
は
、
「
虚
」
、
「
因
」
、
「
静
」
と
ま
と
め
ら
れ

　
　
　
　
一
ヱ

て
い
た
が
。
し
か
し
、
「
馬
王
堆
文
書
」
か
ら
み
れ
ば
、
黄
老
の
学
は
、
老
荘

の
学
と
差
異
が
あ
り
、
そ
の
中
心
は
「
虚
」
、
「
因
」
、
「
静
」
で
は
な
く
、
陰
陽

五
行
説
に
基
づ
き
、
主
な
内
容
は
陰
陽
五
行
説
に
お
け
る
相
生
、
相
克
理
論
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

よ
り
、
反
対
面
を
圧
制
し
、
目
的
を
達
成
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

　
陰
陽
五
行
的
な
都
城
建
設
思
想
は
す
で
に
戦
国
時
期
に
形
成
さ
れ
、
戦
国
時

期
の
都
城
構
造
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
呉
越
春
秋
』
巻
四
に
、

　
立
問
閨
者
、
以
象
天
門
、
通
間
閨
風
也
。
立
蛇
門
者
、
以
象
地
戸
也
。
閏
閏

　
欲
西
破
楚
、
楚
在
西
北
、
故
立
問
門
以
通
天
気
、
因
復
名
之
破
楚
門
。
欲
東

　
並
大
越
。
越
在
東
南
、
故
立
蛇
門
以
制
敵
国
。
呉
在
辰
、
其
龍
位
也
。

　
故
小
城
南
門
為
両
鯛
、
以
象
龍
角
。

と
あ
る
。
そ
の
内
容
に
十
二
支
で
の
定
位
と
「
法
地
象
天
」
の
陰
陽
家
の
内
容

が
す
で
に
そ
ろ
え
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
呉
都
は
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
き
、

建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
秦
の
成
陽
に
も
同
じ
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

『
三
輔
黄
図
』
巻
一
に
、

　
始
皇
窮
極
蓉
修
、
築
成
陽
宮
、
因
北
陵
営
殿
、
端
門
四
達
、
以
則
紫
宮
、
象

　
帝
居
。
沼
水
貫
都
、
以
象
天
漢
、
横
橋
南
渡
、
以
法
牽
牛
。

と
あ
り
、
陰
陽
五
行
的
な
都
城
建
設
思
想
の
発
展
を
示
し
て
い
る
。

漢長安城の建設プランの変遷とその思想的背景
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前
漢
に
至
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
陰
陽
五
行
的
な
都
城
建
設
思
想
は
黄
老
の
学

の
一
部
分
に
な
っ
た
。
未
央
宮
の
建
設
に
し
た
が
わ
れ
た
「
厭
勝
の
術
」
も
黄

老
之
学
に
属
す
べ
き
だ
と
お
も
わ
れ
る
。

　
一
方
、
経
済
活
動
が
漢
長
安
城
に
対
す
る
影
響
は
強
く
働
い
て
い
た
と
は
言

え
な
い
。
こ
の
点
は
漢
長
安
城
の
市
場
の
状
況
か
ら
明
確
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　
『
漢
書
』
巻
二
恵
帝
紀
に

　
起
長
安
西
市
、
修
倉
。

と
あ
る
が
。
こ
れ
は
漢
長
安
城
の
市
場
の
初
見
史
料
で
あ
る
。
西
市
の
位
置
は

考
古
発
掘
に
よ
っ
て
、
未
央
宮
の
北
側
、
横
門
の
内
側
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

　
　
　
　
亙

に
な
っ
た
。

　
　
『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
索
隠
に
、

　
秦
家
旧
処
皆
在
潤
北
、
而
立
東
閾
、
北
閾
、
蓋
取
其
便
也
。

と
あ
る
。
秦
王
朝
が
滅
ぼ
さ
れ
た
時
、
宮
室
建
築
が
破
壊
さ
れ
た
が
、
「
其
の

便
を
取
る
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
宮
室
の
便
」
で
は
な
く
、
市
場
、
手

工
業
工
場
な
ど
の
施
設
の
便
利
で
あ
っ
た
。
考
古
発
掘
に
よ
れ
ば
、
秦
の
手
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
一

業
、
商
業
区
は
秦
成
陽
城
の
西
、
潤
水
両
岸
に
あ
る
。
『
三
輔
黄
図
』
巻
二
長

安
九
市
条
に
、

　
直
市
在
富
平
津
西
南
十
五
里
、
則
秦
文
公
造
。

と
あ
り
、
『
長
安
志
』
に
、

　
直
市
在
沼
橋
北
、
秦
文
公
造
。

　
　
　
一
1
1
一

と
あ
り
、
漢
長
安
城
十
二
市
の
中
に
数
え
ら
れ
る
直
市
が
秦
か
ら
ひ
き
う
け
る

も
の
と
い
う
こ
と
は
甚
に
明
ら
か
で
あ
る
。
『
漢
書
』
巻
七
六
韓
延
寿
樽
に
、

　
延
寿
寛
座
棄
市
、
吏
民
数
千
人
送
至
精
城
。

と
あ
る
。
「
沼
城
」
は
す
な
わ
ち
秦
の
成
陽
で
あ
り
、
『
七
国
考
』
引
く
『
洪
範

五
行
伝
』
に
秦
の
恵
文
王
四
年
に
「
狼
は
成
陽
市
に
入
る
」
の
記
事
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
秦
の
成
陽
城
に
位
置
す
る
市
場
が
秦
人
に
建
設
さ
れ
、
そ
の

市
場
施
設
が
漢
代
の
人
に
つ
が
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
『
三
輔
黄
図
』
巻
二
引
『
廟
記
』
に
、

　
長
安
市
有
九
、
各
方
二
百
六
十
六
歩
。
六
市
在
道
西
、
三
市
在
道
東
。
凡
四

　
里
為
一
市
。
致
九
州
之
人
在
突
門
。
爽
横
橋
大
道
、
市
楼
皆
重
屋
。

と
あ
る
。
横
橋
大
道
の
両
側
に
あ
る
市
場
は
直
市
の
南
に
あ
り
、
両
者
の
間
は

沼
橋
で
つ
な
が
り
、
横
橋
大
道
の
市
場
は
、
直
市
の
拡
張
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
諸
史
料
を
見
れ
ば
、
漢
代
の
主
な
市
場
は
、
秦
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
き

つ
ぎ
、
あ
る
い
は
秦
の
そ
れ
を
拡
張
し
て
形
成
し
た
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

二
、
漠
長
安
城
の
後
期
建
設
と
偏
教
の
成
立
の
関
係

　
武
帝
時
期
を
境
と
し
て
、
漢
長
安
城
の
建
設
に
変
化
が
起
き
た
。
武
帝
時
期

に
新
し
い
宮
殿
の
建
設
と
同
時
に
、
礼
制
建
築
の
計
画
も
開
始
さ
れ
た
の
で
あ

る
。　

武
帝
時
期
の
宮
殿
建
設
活
動
を
み
れ
ば
、
そ
れ
は
陰
陽
五
行
と
は
密
接
な
関

係
が
あ
る
と
見
え
る
。
『
漢
書
』
巻
六
武
帝
紀
に
、

　
（
元
封
二
年
）
作
甘
泉
通
天
台
、
長
安
飛
廉
館
。

と
あ
り
、
そ
の
臆
勘
注
に
、

　
磨
碗
日
、
神
禽
能
致
風
気
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

漢長安城の建設プランの変遷とその思想的背景

Page:5無断転載禁止。　



と
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
上
武
帝
紀
に
、

　
　
（
元
封
六
年
）
二
月
、
起
建
章
宮
。

と
あ
り
、
そ
の
文
穎
注
に
、

　
文
穎
日
、
越
巫
名
勇
、
謂
帝
日
、
越
国
有
火
災
即
復
大
起
宮
室
以
厭
勝
之
、

　
故
帝
作
建
章
宮
。

と
あ
る
。
「
風
気
」
、
「
厭
勝
」
は
い
ず
れ
も
陰
陽
五
行
説
に
深
く
関
わ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
武
帝
時
期
に
長
安
で
行
わ
れ
た
新
し
い

建
設
は
陰
陽
五
行
学
説
に
密
接
の
関
係
が
あ
る
。

　
礼
制
建
築
に
関
す
る
理
論
的
な
準
備
も
武
帝
時
期
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

『
漢
書
』
巻
二
五
郊
祀
志
に
、

　
武
帝
初
即
位
、
尤
敬
鬼
神
之
祀
。
漢
興
已
六
十
余
年
ム
矢
、
天
下
交
安
、
緩
紳

　
之
属
皆
望
天
子
封
禅
改
正
度
也
、
而
上
向
儒
術
、
招
賢
良
。
趨
繕
、
王
蔵
等

　
以
文
学
成
公
卿
、
欲
議
古
立
明
堂
城
南
、
（
中
略
）
太
后
不
好
儒
術
、
（
中
略
）

　
諸
所
興
為
皆
廃
。

と
あ
る
。
こ
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
武
帝
即
位
以
降
、
儒
家
の
礼
法
に
し
た
が
っ

て
都
城
を
改
築
す
る
構
想
が
あ
っ
た
。
こ
の
意
見
を
出
し
た
「
経
紳
」
た
ち
は

い
ず
れ
も
黄
老
学
派
に
属
せ
ず
、
儒
家
学
派
に
属
す
る
「
文
学
の
士
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
文
学
の
士
」
の
都
城
改
造
計
画
は
、
黄
老
を
好
む
責
太
后
の
死

後
、
ま
も
な
く
実
行
さ
れ
た
。

　
上
述
し
た
武
帝
時
期
の
二
つ
の
都
城
建
設
の
特
徴
、
即
ち
、
陰
陽
五
行
と
儒

教
的
な
建
設
活
動
の
共
存
は
興
味
深
い
。
こ
の
時
期
は
、
原
始
儒
家
学
説
が
儒

教
に
変
身
す
る
時
期
で
あ
り
、
新
し
く
成
立
し
た
儒
教
の
も
っ
と
も
著
し
い
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
c

徴
は
陰
陽
家
学
説
の
吸
収
で
あ
る
。
武
帝
時
期
の
都
城
建
設
活
動
特
徴
は
こ
の

六

思
想
変
革
の
反
映
で
あ
る
と
思
う
。

　
武
帝
時
期
の
都
城
建
設
の
論
争
に
お
け
る
「
緩
紳
」
ら
と
太
后
の
対
立
に
関

す
る
史
料
か
ら
、
漢
長
安
城
の
南
郊
が
注
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
う

か
が
え
る
。
こ
れ
は
新
都
城
建
設
プ
ラ
ン
誕
生
の
兆
し
で
あ
ろ
う
。

　
昭
帝
、
宣
帝
時
期
の
儒
教
の
不
採
用
に
よ
っ
て
、
成
帝
時
期
ま
で
、
定
格
的

な
新
都
城
プ
ラ
ン
は
形
成
し
て
い
な
か
っ
た
、
新
し
い
都
城
建
設
プ
ラ
ン
の
形

成
は
元
帝
、
成
帝
時
期
以
降
の
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
。
封
建
都
城
建
設
に
も
っ

と
も
重
要
な
建
築
、
宗
廟
、
天
地
を
祀
る
郊
祭
の
制
度
が
定
め
ら
れ
、
実
際
の

建
設
も
行
わ
れ
た
。
『
漢
書
』
巻
十
成
帝
紀
に
、

　
建
始
元
年
十
二
月
、
作
長
安
南
北
郊
。

　
二
年
春
正
月
、
上
始
郊
長
安
南
郊

と
あ
り
、
成
帝
時
期
郊
祀
制
度
の
成
立
と
示
唆
し
て
い
る
。

　
王
葬
時
期
に
長
安
で
行
わ
れ
た
建
設
は
九
廟
、
明
堂
、
壁
確
、
霊
台
、
学
者

舎
、
市
場
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
漢
書
』
巻
九
九
王
葬
傳
に
、

　
是
歳
、
葬
奏
起
明
堂
、
膵
薙
、
霊
台
、
為
学
者
築
舎
萬
区
、
作
市
、
常
満
倉
、

　
制
度
甚
盛
。
立
『
楽
経
』
、
益
博
士
員
、
経
各
五
人
。
征
天
下
通
一
芸
教
授

　
十
一
人
以
上
、
及
有
逸
『
礼
』
、
古
『
書
』
、
『
毛
詩
』
、
『
周
官
』
、
『
爾
雅
』
、

　
天
文
、
図
識
、
鐘
律
、
月
令
、
兵
法
、
『
史
篇
』
文
字
（
下
略
）
。

と
あ
る
。
逸
『
礼
』
、
古
『
書
』
、
『
周
官
』
は
い
ず
れ
も
古
文
経
に
属
す
。
こ

の
記
載
に
よ
れ
ば
、
王
葬
時
期
の
礼
制
建
築
の
建
設
は
古
文
経
と
関
係
は
な
い

と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
王
葬
九
廟
の
建
設
は
古
文
経
の
都
城
建
設
思
想
の

都
市
建
設
に
お
け
る
具
体
な
運
用
で
あ
る
。
王
葬
九
廟
の
建
設
に
よ
っ
て
、
西

安
門
、
前
殿
、
北
閾
、
横
門
に
よ
っ
て
な
る
長
安
城
の
軸
線
が
形
成
し
、
官
社

漢長安城の建設プランの変遷とその思想的背景
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官
稜
と
王
葬
九
廟
は
こ
れ
を
挟
み
、
漢
長
安
城
は
「
面
朝
後
市
、
左
祖
右
社
」

の
構
造
に
変
身
し
、
こ
れ
は
古
文
経
に
属
す
『
周
礼
』
の
影
響
に
よ
る
も
の
に

違
い
な
い
。

　
右
の
検
討
に
よ
っ
て
、
漢
長
安
城
の
第
二
段
階
の
建
設
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
思
う
。

　
武
帝
時
期
に
、
原
始
儒
学
か
ら
儒
教
へ
の
変
化
よ
り
、
陰
陽
五
行
説
が
儒
教

思
想
体
系
に
融
合
し
た
。
東
周
時
期
か
ら
伝
え
て
き
た
陰
陽
五
行
都
城
建
設
思

想
は
次
第
に
儒
教
化
さ
れ
、
変
容
し
て
き
た
。
明
堂
、
社
櫻
、
宗
廟
等
の
礼
制

建
築
は
都
城
建
設
の
中
心
に
な
っ
て
、
都
城
の
プ
ラ
ン
に
た
い
す
る
考
え
も
こ

れ
を
応
じ
て
変
わ
ら
れ
た
。
城
南
の
位
置
は
重
視
さ
れ
、
都
城
建
設
の
重
点
に

な
っ
た
。
昭
帝
、
宣
帝
時
期
儒
教
地
位
の
下
落
に
よ
っ
て
、
都
城
プ
ラ
ン
を
変

わ
る
実
際
行
動
は
少
な
か
っ
た
が
、
元
帝
、
成
帝
時
期
に
漢
長
安
城
の
建
設
プ

ラ
ン
は
次
第
に
南
が
重
心
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
漢
長
安
城
の
南
へ
の
建
設
重

心
の
移
転
と
社
穰
、
宗
廟
の
建
設
に
よ
っ
て
、
儒
教
経
典
に
あ
う
都
城
プ
ラ
ン
、

す
な
わ
ち
「
面
朝
後
市
、
左
祖
右
社
」
の
都
市
構
造
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
古
文
経
学
の
発
展
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

む
す
び

　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
考
え
が
得
ら
れ
る
と
お
も
う
。

　
そ
の
一
は
、
漢
長
安
城
は
動
態
的
な
構
造
で
あ
っ
た
。
前
漢
王
朝
の
は
じ
め
、

漢
長
安
城
は
「
黄
老
之
学
」
を
基
準
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
武
帝
時
代
以
後
、

儒
教
の
地
位
の
上
昇
に
し
た
が
っ
て
、
城
南
の
位
置
が
重
視
さ
れ
、
王
葬
時
期

に
い
た
っ
て
、
最
終
的
に
「
考
工
記
」
式
の
都
城
に
な
っ
た
。
そ
の
変
化
を
も

た
ら
し
た
要
因
は
思
想
的
な
要
素
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
と
お
も
う
。

　
そ
の
二
に
、
漢
長
安
城
都
城
プ
ラ
ン
の
変
化
は
漢
長
安
城
都
市
の
性
格
変
化

を
示
唆
し
て
い
る
。
前
漢
初
期
の
長
安
城
は
、
東
周
時
期
の
都
域
と
相
似
的
な

性
格
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
建
設
思
想
は
戦
国
時
代
の
都
城
建
設
思

想
を
引
き
つ
い
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
武
帝
時
期
以
降
、
都
市
建
設
の
中
心

は
礼
制
建
築
に
移
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
漢
長
安
城
の
構
造
を
み

る
と
、
そ
の
経
済
施
設
は
す
で
に
十
分
だ
か
ら
、
経
済
施
設
の
建
設
は
停
止
さ

れ
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
漢
長
安
城
が
純
政
治
的
な
都
城
に
変
身
す
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
う
。

　
そ
の
三
に
、
漢
長
安
城
構
造
の
変
遷
に
、
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
統
治

者
の
世
界
観
で
あ
る
。
逆
に
経
済
的
な
影
響
は
弱
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

統
治
者
た
ち
の
都
城
建
設
思
想
が
窺
え
る
と
お
も
う
。
い
わ
ゆ
る
都
城
建
設
思

想
と
は
、
都
城
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
如
何
な
る
原
則
の
も
と
に
建
設
す

べ
き
か
等
に
関
す
る
思
想
で
あ
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
前
漢
時
期
の
統
治
者
の

都
城
建
設
思
想
に
お
い
て
、
都
城
は
皇
帝
と
天
の
接
点
で
あ
り
、
君
統
の
正
統

性
を
示
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
礼
を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
施
政
の
場
所
、
即
ち

ま
つ
り
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
思
想
は
東
周
時
期
の
主
流
的
都
城
建
設
思
想
と
か

な
り
の
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
四
に
、
前
漢
長
安
域
建
設
プ
ラ
ン
の
変
遷
は
、
前
漢
時
期
の
主
流
的
社
会

思
想
の
発
展
の
動
き
と
一
致
し
て
い
る
。
武
帝
以
前
の
統
治
者
は
黄
老
の
術
が

主
流
的
な
社
会
思
想
な
の
で
、
漢
長
安
城
の
プ
ラ
ン
に
は
無
為
、
即
ち
で
き
る

だ
け
残
存
し
て
い
る
秦
の
市
政
施
設
を
利
用
す
る
傾
向
と
陰
陽
五
行
説
に
よ
る

構
造
特
徴
が
見
え
る
。
武
帝
時
期
に
儒
教
の
成
立
に
よ
っ
て
、
礼
制
建
築
が
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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設
さ
れ
始
め
て
き
た
。
今
文
経
で
都
城
、
礼
制
建
築
の
問
題
を
解
決
で
き
な
い

の
た
め
、
成
帝
以
前
の
建
設
は
系
統
的
な
建
設
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
王
葬
時

代
、
古
文
経
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
都
城
建
築
制
度
の
問
題
は
経
学
で
解
決
さ
れ
、

漢
長
安
城
に
再
び
大
き
な
変
化
が
起
き
た
の
で
あ
る
。

主
■
））1（）2｛〕3（）4（）5（

王
仲
殊
　
『
漢
代
考
古
学
概
説
』
（
中
華
書
局
、
中
国
社
会
学
院
考
古
研
究
所
編
）
、

『
新
中
国
的
考
古
発
見
与
研
究
L
（
文
物
出
版
社
一
を
参
照
。

楊
寛
　
　
「
西
漢
長
安
城
布
局
結
構
的
探
討
」
（
『
文
博
一
一
九
八
四
隼
創
刊
号
）
、

「
西
漢
長
安
城
布
局
結
構
的
再
探
討
」
（
『
考
古
』
一
九
八
九
年
四
期
）
。

『
文
選
』
巻
二
。

同
上
巻
一
。

林
剣
鳴
　
　
『
秦
漢
史
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
第
六
章
第
二
節
注

）6（）7（〕8（）9（o¢
○血身①

八

二
を
参
照
。

五
行
、
十
二
支
理
論
と
方
角
、
五
徳
等
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
五
行
大
義
』
及
び
、

歴
朴
　
『
五
行
漫
談
』
（
『
文
史
』
三
九
輯
　
中
華
書
局
）
を
参
照
。
こ
こ
で
賛

言
し
な
い
。

張
維
華
　
「
西
漢
初
年
黄
老
政
治
思
想
」
（
『
中
国
社
会
科
学
』
　
一
九
八
一
年

五
期
）
。

唐
蘭
　
「
馬
王
堆
出
土
老
子
乙
本
巻
前
古
逸
書
の
研
究
」
（
『
考
古
学
報
』
　
一

九
七
五
年
一
期
）
、
『
経
法
』
、
『
称
』
一
い
ず
れ
も
文
物
出
版
社
）
な
ど
を
参
照
。

劉
慶
柱
　
　
「
漢
長
安
城
布
局
結
構
癖
析
」
（
『
考
古
－
　
一
九
八
六
年
十
期
）
。

王
学
理
　
　
『
秦
都
威
陽
』
　
　
（
陳
西
人
民
出
版
社
　
一
九
九
〇
年
）
。

直
市
の
位
置
に
つ
い
て
、
陳
直
　
『
三
輔
黄
図
校
証
』
　
　
（
陳
西
人
民
出
版
社

一
九
八
○
年
）
に
詳
細
な
考
証
が
あ
る
。

李
沢
厚
　
「
秦
漢
思
想
簡
議
」
　
　
（
『
中
国
社
会
科
学
』
　
一
九
八
四
年
二
期
）
。

を
参
照
。

（
一
九
九
五
年
十
月
六
日
受
理
）
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